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意義 が 判 る わ け で す．

71． ノ ーメ ン ト型 匕 ス テ ロ ス コ ープ を以 つ てす

　　 る子宮腔内所見 とそ の 賢用性 に就い て

　　　　　　　　 （下關市）　 齋藤孝俊 ， 竹 中昭 二

　余等 は ノ ーメ y ト型 ヒ ス テ ロ ス コ ープ 徑 5mm の もの

と 8mm の もの と の 2 種を 以 て 非妊時並 に 妊娠初期，流

産後遺殘物 ， 胞状崙胎等 の 場合 に 於け る 所見を集 め ， そ

の 實用性ある 所以 を設明せ ん と す．

72． ヵル ドス ＝ 噛 ブ に依る不 妊症の 診斷

　　　　　　〔大阪聖 パ 病院） 林 　基 之 ， 淵 田重俊

　不 妊症．患者 に 饗 し ， 卵管逋遏性並びに 夏阿集 の 状況 ， 更

に ， 骨盤各臓器 の 異常 を發 見 す る事 に 依 り，不 妊 症 の 治

療方針 を確立 す る事が 出來 る．

　 ヵ ル ド ス コ ピ ー實施 に は ，最 も大切 な事 は ，姿勢 で あ

つ て ，腰を，強度 に 吊上 げ，大褪 を固定 した膝位 と す る．

麻醉 は ，ラ ボ ナ ー−7 ’／0．5NO ．3で，十 分觀察出來 る．強 い

骨盤高位 で あ る爲 ， ダ グ ラ ス 窩に ， 套管針が 入 り， 套管

の み とす る と ， 強 い 勢 で 筌氣 が 腹腔 に 入 り （約工OGO〜

1500竓）腹腔内 の 観野は ， 非常に廣 くな る．先ず， 子 宮

卵災 ， 卵管等 の 形｝伏， 大 さ等 を カ ル ドス コ ープ に依 り診

斷 す る．特 1’こ ，排卵後 と 思 わ れ る時 期 に は ，果 して 黄體

形成が あ るか ど うか を判定 し得 る、靜脈特に 卵集周圍の

鍬 靜臓叢 の 鬱血 度 を 見 る事 も大釘で ， こ の 外，炎症の

有無，結核 の 存否 を詳 し く調 べ る．

　次で，子 宮腟丙 に 0，5％ イ ン ヂ ゴ カル ミ ン 5〜10竓を注

入 し，鏡 で卵管 か ら腹腟に 色素 液 が 出 るか ど うか を見 る．

こ の 方 法 は ，ク ロ モ カ ル ドス コ ピ ーと呼講 して 居 る．

　 皀卩ち ， カ ル ドス コ ピ ー實施 と 同時 に ， 卵管通 邏 性を剣

定す る の で あ つ て ， ク ロ モ ツ バ チ オ ソ や卵管撮影徳よ り

秀 れ て 居 る。但 し， ダ グ ラ ス 窩が癒蔚に 依 り滔失 した り

直腸 が 子 宮後壁 と 癒着 して 居 る場 合は ， こ の 方法 は 行 い

得 ない ．

　 施行後，套管 か ら
一ft分塞氣を拔 くに は ，骨盤高位を水

準 位に 戻 しつ 恥 腹腔 を 押 し上 げる と よ い ．若 し，空氣

が 腹腟 に 殘 る と氣腹症默が あ る が ， 多 くは 2〜3 日以 内

で ， 淌褪す る．

　 我 々 の 施行 は ， 20例 で ， こ の 中 5 例 は ， 手術を行 う適

應 を發見 した （卵管整形徳）．叉 ， 内診所見 で は 手徳を奬

め た い と思 つ た 場 合 で も カ ル ド ス コ ピ ーと ク ロ モ ツ バ チ

オ ン と に 依 り， 非手循的療法 に 魑換 した 例 もあ る．殊 に

結核症を持ち ， 面 も腹膜結核 が 存 し血管 の 逋渦性が 見 ら

れ た 場合 は ，こ の 方法 が 治療的效果を持つ と 考 え ら れ る．

要 す る に ， 手術 の 邁應剣定 を 確立 し， 無用 な 手徳を 遞 け

且 つ
， 不 妊症 の 治療 方針確立 の 上 に 役 立 つ 方法 で あ る と

信ず る．

73． 腦下垂體後葉製劑の 點渦靜注法に對す る批

　　 刹

　　　　　　　　　　　　（關東遞信）　 須 田　　實

　英國 の Theobald （1948）， 殆 ん ど同時 に 米國の He −

11man （1949）が本法 を發表，　 Stone，　Lubier，　Cosgrove，

Labate，　Reynolds等多數の 追試發表が あ り，歐米 で は優

れた 陣痛誘起， 増強法 と して 汎 く賞用 され て い る．余が

本法 に 關す る動物基鍵實驗 ， 臨床實驗 の 再臉討 を試 み た

成績 は 域 F の 如 くで あ る．

　 （A ）　動物基礎實驗　（1）實驗方法 ： （イ ）使用動励

2500瓦以上成熟家兎 （卵藁 に 黄體なぎ）， （ロ ）使用藥嚠 ：

Htecin，　 Atonin （ハ ）濃度 ， 5 ％葡萄糖液 111
。 o。，1！gsoo ，

1！5。oo，　ik 。。。。の 割 合に 溶解 ， （二 ）注入速度 ， 毎分25滴 ，
30

滴 ，
60滴，

70滴 ， 1工e滴 ， 工44滴 （以下滴數 は 毎分宛を意

味す る ）の 速度 で 耳靜脈 よ り注入 ， （ホ ）子 宮蓮動 ： 篠原

式子 宮獲管法 （バ 卩 ソ 法）を 用 い ， 血壓 を併行描記す る．

　 （ID　實驗成績 　（a）Atonin 群 〔14例）， （イ ）子宮牧縮

能 ： 濃度 り跏 ，速度毎分 30滴以 上 で收縮能 は 増強す る．

30鐸60滴 で は 收縮は 非強直性周期的で あ る が ，
60滴以 上

に な る と 收縮強直性とな り牧縮後抑制現象が持續す る．

（・ ）血壓 ：
11tooo ，112

跏 濃度 で は 速度 の 如何 を問わ ず著明

に 上 昇す る。1／5。。 。濃度 で は 30滴以 上 で 血鑒 上昇を認 め る．

（b）Pit  in群 （8 例）　 （イ ）子 宮牧縮能 ： 濃度 17seoe，速度

30滴以 上 で 牧 縮 壇強 し60滴 ま で は 黼 は 非張 直性．（ロ ）

血 壓 ： 濃mal！sooo以 下 で は 速度 の 如何 に 拘らず血璽上昇は

な い ．

　 〔c）照野群 ： 5％ 葡萄糖液を 速度 3  〜150滴に て 注 入．

子 宮收縮能， 血鑒に 變動 な し．速度急速 （150滴）に 遏 ぎ

る と血壓は 輕度上昇す る．

　 （m ）　　結論　Pitocin，　Atonin　共 ；こ V5000濃度 ，　速度30〜

60滴 で は 子 宮牧縮 の 増強 （非張直性）す る が ， 60滴以 上 の

速度 で は牧縮強直性 とな る．以 上 の 濃度 と速度 で は Pit−

oc 血 は 血璽 に 影響 しな い が ，　 At   血 で ｝ik　1／soso ， 30滴 以

上 で 血 堅上 昇 を 認 め る．

　 （B ）　臨床實驗　（工｝實驗方法　〔イ ）陣浦誘發 （妊娠

末 期 ，延 滯妊娠 4 例，　妊 娠中期 2 例）　6 例 ， 　陣痛微弱3

例 ， （ロ ）使用藥嚠 ， 濃度 ， 注入 速度 ： Pitocin，　Atonin
l
！sooo　as度を前者 で は 30〜90滴， 後者で は 3e滴で 注入 ．

（ハ ）陣痛測定 ： 余等 の 考案せ る 陣痛外測計 （Tokodyna−

mometer ）を 使用 ， 血鑒 ， 心 普 ， 母體脈薄の 時 聞的變 動
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